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江
戸
時
代
、
対
馬
藩
の
正
月
行
事
の
1
つ

に
武
具
揃
が
あ
り
、
家
中
の
侍
が
自
慢
の
鎧

兜
を
城
で
披
露
し
た
そ
う
で
す
。
鎧
兜
は
武

士
に
と
っ
て
武
威
を
張
る
表
道
具
で
す
か
ら
、

大
事
に
取
扱
い
小
さ
な
補
修
を
お
こ
な
う
の

も
武
士
の
嗜
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鎧
兜
は
甲
冑
と
も
い
い
、
時
代
に
よ
り
名

称
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
3
世
紀
後
半
か
ら

7
世
紀
末
の
古
墳
時
代
は
朝
鮮
半
島
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
短
甲
と
挂
甲
が
主
流
で
し
た
。

日
本
の
甲
冑
に
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
挂
甲

で
平
安
時
代
中
期
（
10
世
紀
）
に
鎧
の
初
期

的
な
様
式
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
ま
す
。

　
甲
冑
に
は
大
鎧
、
胴
丸
、
腹
巻
、
腹
当
、

当
世
具
足
が
あ
り
、
鎧
と
言
え
る
の
は
大
鎧

だ
け
で
、
式
正
の
鎧
あ
る
い
は
着
背
長
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
鎧
は
箱
型
の
形
を

し
た
騎
馬
向
き
の
鎧
で
鎮
西
八
郎
源
為
朝
と

か
源
義
経
の
時
代
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
胴

丸
、
腹
巻
、
腹
当
は
下
級
武
士
が
着
用
す
る

も
の
で
し
た
が
、
戦
場
で
の
動
き
が
容
易
な

の
で
次
第
に
大
将
軍
も
使
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
甲
冑
は
鉄
だ
け
で
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
革
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鎧

を
構
成
す
る
の
は
小
札
と
い
っ
て
幅
4
㎝
〜

1
㎝
、
長
さ
7
㎝
〜
5
㎝
の
鉄
あ
る
い
は
革

の
小
片
で
す
。
こ
の
小
札
を
う
ろ
こ
状
に
重

ね
革
紐
で
綴
り
漆
を
塗
っ
て
横
板
を
つ
く
り
、

横
板
を
更
に
縦
に
綴
り
鎧
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
日
本
の
鎧
が
世
界
に
類
の
な
い
華
麗
な

武
具
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
色
に
染
め
た
絹
紐
、
革
紐
で
小
札
板
を

縅
し
た
結
果
で
す
。

　
当
世
具
足
と
は
16
世
紀
日
本
に
鉄
砲
が
普

及
し
た
結
果
、
従
来
の
甲
冑
で
は
防
御
が
不

充
分
だ
っ
た
の
で
、
新
た
に
防
御
を
充
実
し

鉄
砲
に
対
し
た
甲
冑
の
こ
と
で
す
。

織
田
信
長
の
時
代
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
用
い

ら
た
甲
冑
で
種
類
も
豊
富
で
す
。

　
対
馬
で
は
多
く
の
当
世
具
足
が
先
祖
の
魂

が
入
っ
た
武
具
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
昭
和
40
年
、
50
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
で
か
な
り
の
当
世
具
足
が
島
外
に
流
出

し
た
よ
う
で
す
。

赤
糸
縅
、
萌
黄
糸
縅
、
浅
黄
糸
縅
、
仏
胴
、

桶
側
胴
、
5
枚
胴
な
ど
の
具
足
が
桐
の
具
足

櫃
に
納
め
ら
れ
、
魂
が
こ
め
ら
れ
た
武
具
と

し
て
旅
の
者
（
部
落
以
外
の
者
、
見
知
ら
ぬ

者
）
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
で
は
神
社
の
宝
物
館
、
市
の

民
俗
資
料
館
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
幸

い
に
も
一
級
品
と
い
え
る
資
料
が
あ
り
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
大
鎧
‥
海
神
神
社
の
伝
世
品
で
長
崎
県
で

　
　
　
も
唯
一
の
大
鎧
。
た
だ
鎧
は
大
破
し

　
　
　
金
属
部
の
み
が
残
る
。
鎧
に
添
う
兜

　
　
　
は
古
形
を
保
っ
て
お
り
、
鉄
28
間
筋

　
　
　
兜
鉢
。製
作
時
代
は
南
北
朝
末
期（
14

　
　
　
世
紀
末
）

　
胴
丸
‥
厳
原
八
幡
宮
の
伝
世
品
で
大
宰
小

　
　
　
弐
武
藤
氏
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
胴
丸
は
紫
裾
濃
糸
縅
、
大
袖
と
鉄
漆

　
　
　
塗
阿
古
陀
形
覆
輪
筋
兜
を
添
え
る
。

　
　
　
胴
丸
の
縅
毛
と
兜
の
錣
は
江
戸
時
代

　
　
　
の
補
修
。製
作
時
代
は
室
町
後
期（
15

　
　
　
世
紀
後
半
〜
16
世
紀
初
頭
）

　
当
世
具
足
‥
厳
原
町
郷
土
館
に
展
示
。
紺

　
　
　
糸
縅
5
枚
胴
具
足
で
精
巧
な
製
作
で

　
　
　
あ
る
。
兜
ほ
か
す
べ
て
皆
具
。
軽
量

　
　
　
化
を
計
る
た
め
革
札
を
使
用
。
江
戸

　
　
　
後
期

　
62
間
小
星
兜
‥
厳
原
町
郷
土
館
に
展
示
。

　
　
　
家
宝
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
た
の

　
　
　
で
あ
ろ
う
。
漆
の
塗
り
直
し
が
行
わ

　
　
　
れ
て
い
る
。
室
町
末
期（
16
世
紀
中
）

　
　
　
　
対
馬
で
は
全
島
的
な
武
具
の
調
査

　
　
　
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
貴
重
な

　
　
　
資
料
が
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
が
充

　
　
　
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

　
　
　
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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人権教育総合推進地域事業本発表会�
（協力校）佐護小中学校にて開催!
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1月に入った本の紹介！�1月に入った本の紹介！� つしま図書館　☎0920（52）3900

『「朝鮮人街道」をゆく 』�
門脇　正人／著  淡海文庫・サンライズ印刷出版社�

江戸時代、朝鮮通信使
がたどった近江の約
40kmの道を「朝鮮人街
道」と呼ぶ。
　彦根東高校新聞部が克
明に調べたかつての道筋
を解明。

『「現役合格の時間割作戦2010年版」』�
富山　義昭／著　エール出版社�

『日本で「一番いい」学校』�
金子　郁容／著　岩波書店�

いかにムダなく受験科
目を攻略するか。　
　ライバルに差をつける
効果的な学習法、直前の
成績をグングン伸ばす秘
策などを伝授する。

　不信感と不満が広がっ
ている公立学校。いい学
校作りに必要なことと
は？
　コミュニティスクール
や学力テストの結果をど
う活用するか。豊富な事
例をもとに検証・提案する。

『しっぱいにかんぱい！』�
宮川　ひろ／著　童心社�

　小学校のリレーで失敗
をしてしまったおねえち
ゃんは、朝ごはんも食べ
られないくらい落ちこん
でいた。達也は心配でた
まりません。だいじょう
ぶ、失敗するのも大切な
事。

『くいしんぼうなおばけ』�
日本児童文芸家協会／著　ポプラ社�

　さびしがりや、おせっ
かいやき、よわむし、ま
じめ、うそつき、なぞな
ぞずき…。
　読めば見つかる、あな
たにピッタリなおばけ！
人気作家７人が書いた７
つのおばけのお話。

『よしおくんがぎゅうにゅうを　�
　　こぼしてしまったおはなし』�

及川　賢治／著　岩崎書店�

　チョコレートパンを食べ
て牛乳を飲んでいたよしお
くんは、牛乳瓶をたおして
しまった。こぼれた牛乳は
勢いを増してあちこちを飛
び回り、よしおくんはあっ
という間に家の外に流され
てしまった。牛乳の世界を
旅するよしおくんのはなし。

　対馬市では、平成18年度～平成20年度の3年間文

部科学省の研究指定を受け、『いつでも・だれでも・

どこでもできる人権教育をめざして』をテーマに、

「人権教育総合推進地域事業」を進めてまいりま

した。推進協力校である佐護小中学校では、子ど

もたちの人権感覚だけでなく地域の人権感覚を育

むために、「お互いに認め合い、高め合う学校・

学級集団づくり」を研究主題に掲げ、学校と地域・保護者の連携・融合を中心に実践し

てきました。その研究・実践の成果を下記により公開いたします。

日　　　時：平成21年1月30日（金）9：50～16：20

場　　　所：対馬市立佐護小中学校

人権講演会：演題『あなたはあなたでいいの～まなざしを変えると見えてくるもの～』

　　　　　　童話詩人・金子みすゞ記念館館長　矢崎節夫　氏

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組  その⑰ 　対馬市教育委員会�

人権教育総合推進地域事業本発表会�
（協力校）佐護小中学校にて開催!
人権教育総合推進地域事業本発表会�
（協力校）佐護小中学校にて開催!




